
禁煙科学 14巻(2020)-01-P12 

 

【週刊タバコの正体】 

   2020年01月 和歌山工業高校 奥田恭久 

■Vol.45 

(No.615) 第1話 寿命を縮める 

－４月から第二種施設の「原則屋内禁煙」が施行... 

 令和２年（２０２０年）を迎えました。今年はいよいよ東京オリンピック

が開催されます。どんな感動が 待っているのか楽しみですが、皆さんに

とっては、その前に１年の締めくくりとなる３学期が始まりました。 卒

業、進級に向けて各自しっかり学業に取り組んで下さい。  

 さて、上図は何を示していると思いますか。図中の下のグラフは喫煙者、

上のグラフは非喫煙者の 生存率を表しています。例えば横軸の年齢が７０

歳の所に注目してください。縦方向の点線をなぞっ て行くと下のグラフと

の交点に“５８”、上のグラフとの交点に“８１”と書かれていますよね。

タバコを吸っ ている人は７０歳で生存している人は５８％、対してタバコ

を吸っていない人は８１％いる、ということな のです。つまり、タバコを

吸っていると「生存率が２３％も低くなる」と言っているわけです。 

 また、今度は縦軸の生存率が６０％のラインを横方向に見ていくと、喫煙

者のグラフは７０歳、非喫 煙者のグラフは８０歳で交わっています。と言

うことはタバコを吸っていると「寿命が１０年も短くなる」と 言うわけで

す。  

 

 このデータはイギリスの男性医師３万４千人を対象に５０年間調査した結

果だそうです。いかがです か、こんな事実を知った上であえてタバコを吸

い始める人はいないと思いますが、あらためて「タバコ は喫煙者自身の寿

命を縮めている」のだと、しっかり心に留めておいて欲しいと思います。  

 

(No.616) 第2話 禁煙のルール 

－マナーからルールへ。でも、罰則つきのルールでもあること... 

 皆さん、「健康増進法」という法律を知っているでしょうか。名前のとお

り国民の健康の増進を図るた めの法律です。平成の時代にできた新しい法

律なのであまり目にしたことがないかも知れませんが、 今年の４月からそ

の内容が改正され、下記に示すように受動喫煙防止対策が強化されます。 

  

 ここに示したのは改正の全部ではありませんが、ほとんどの建物が「屋内

原則禁煙」となり、違反す れば罰金が科せられるようになるのが大きな改

正点です。今までは「タバコは他人に迷惑がかからな いようにマナーも

守って吸いましょう。」だったのが、これからは「禁煙のルールを守らなけ

れば罰金で す。」という厳しい時代になるわけです。  

  

 そんな時代になってきているのに、いつまでもタバコに依存しているのは

得策ではありませんよね。  
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